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 よく世界は歴史的な変動期にあると言われます。そういうときには歴史を振り返り、今が

どういう時代であるかを再確認することが必要です。100年遡れば 1923年になります。1918

年に第一次世界大戦が終わり、1939年に第二次世界大戦が始まる間の「危機の 20年」の最

中でした。1929年に世界大恐慌が勃発し、1933年、混乱のドイツにおいてヒットラーがナ

チス政権を打ち立てます。1936年、日本では青年将校の軍事クーデター（二・二六事件）が

起こり、軍国主義の路を邁進し始めます。1923 年に人類が賢明であったならば、その後の

悲劇は回避することができたのです。 
 

 100年後の現在、人類は核兵器を作りだし、環境を破壊し、地球そのものを破滅させる力

を身につけてしまいました。今日、人類に再び過ちを犯す余裕はありません。二つの世界大

戦に対する深い反省に基づき作られたのが、国連と WTO（世界貿易機関）に代表される戦後

国際秩序です。まだまだ不完全なものではありますが、それでも世界の発展に大きく貢献し

てきました。日本と中国は、ともに利益を得てきた、この国際秩序を擁護し発展させるため

に協働すべきであり、地球的課題を解決するために積極的に協力するべきです。東アジアの

平和と安定は、日中の持続的経済発展の不可欠の条件です。そのために協力し合うのは、あ

まりにも当然のことです。 
 

 日中両国は、対話を深め、交流を拡大し、信頼関係を強めて、東アジア、ひいては世界の

ために協力し合うべきです。それが歴史の正しい選択なのです。世界が対立と分断への流れ

を強めているからこそ、日中を平和、友好、協力の関係に引き留めるための努力を倍加しな

ければならないということです。まずはコロナで途絶えた人の交流を増やしましょう。お互

い幅広い分野の人たちがもっと自由に交流できる環境整備に努めるべきです。国民、特に若

い世代が主役となる国民大交流の波を起こすべきです。 
 

 本年は日中平和友好条約締結 45周年に当たります。当会館としましても志を新たにして

日中の平和、友好、協力関係をさらに強いものとするように尽力して参ります。とりわけ日

中の若い世代の幅広い交流を実現させたいと考えております。後楽寮に居住する中国人留

学生と日本の若者、社会との交流にも意を用いる所存です。皆様方の変わらぬご支援とご協

力を重ねてお願い申し上げます。 
 

 将来、人々が今われわれの住む時代を振り返り、あの時代の人たちのおかげで自分たちは

平和で幸福な生活を送ることができていると言ってもらえるようになることを念じて止み

ません。 


